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（３）研究成果の概要 

【緒言】 タンパク質医薬品など、高純度でかつ高品質な生理活性因子を生産するため

に、動物細胞培養が行われており、培養系には増殖因子として哺乳動物由来因子が添加

されている。また、有用細胞を凍結保存する際にも、凍結液に細胞保護材として動物由

来因子が加えられている。そしてこのような因子として、特にウシ胎仔血清（FBS）が

有効であり、汎用されている。しかしながら人畜共通感染症が懸念されるため、医薬品

生産・再生医療目的での培養では哺乳動物因子の代替が強く望まれている。そこで我々

は、植物であるラッキョウに由来するフルクタンを動物細胞培養に対して有効な添加因

子とするべく検討した。 

 フルクタンはフルクトースをモノマーとする多糖であり、β-2,6 結合のレバンとβ

-2,1 結合のイヌリンに分類される。われわれが利用したラッキョウフルクタンは、レ

バン型とイヌリン型がほぼ３：１の割合で混じった独特の組成に特徴がある。 

 前年度はラッキョウフルクタンがさまざまな細胞株の増殖を促進できることを報告

した。これを踏まえ、今年度はフルクタンの精製･分画により、いっそう効果的なラッ

キョウフルクタンの調製を第一の課題とした。さらに、フルクタンは｢多糖｣であるため

熱に強いことが期待された。そこで高圧蒸気滅菌（120℃、２atm、20 分）処理を行い、

細胞増殖促進活性に影響しないか検討した。 

【方法】 現在用いているラッキョウフルクタン標品に含まれる不純物となるタンパク

質･核酸を、それぞれ、色素法と吸光度法にて定量した。続いて、エタノールに対する

溶解度の差を利用して分画し、それぞれの画分での増殖促進活性を検討した。 

【結果】 細胞増殖促進活性が確かにラッキョウフルクタンに由来することをまずはじ

めに検討した。すなわち、現在用いているラッキョウフルクタン標品（分子量分布：6

ｋDa~100ｋDa）に含まれる不純物となるタンパク質･核酸を定量し、その可能性を検討

した。その結果、ラッキョウフルクタン標品１g あたりタンパク質はおよそ 560μｇ含

まれており、核酸は３μｇであった。とくにタンパク質は微量でも細胞増殖促進活性を

示すものがあり、本当に活性がラッキョウフルクタンに由来することを確かめるために、

120℃に加熱処理（この処理により、タンパク質は活性を消失する）して細胞増殖促進



活性を検討したところ、右図のように活

性が残存していた。すなわち、細胞増殖

促進活性はラッキョウフルクタンに由来

すると考えられる． 

 続いて、エタノール水溶液に対する溶

解度の差を利用して３つの画分にわけ、

それぞれの活性を比較検討し、最良の画

分を探索した． 

【展望】 

 エタノール抽出法により、ある程度フ

ルクタンが分画され、有効性が見出せた。一層の改善を目指し、液体クロマトグラフィ

ー法などを用いてラッキョウフルクタン標品の分画をすすめ、さらに有効な画分を同定

する。これにより細胞培養へ実用し、あわせて市販できる細胞凍結液を開発する。 
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